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【これまでの県の取組み】
いじめ防止等の様々な取組みを推進

・ネットいじめ等の新たな課題が顕在化

・滋賀県大津市で、いじめによる自殺事件が発生

総合的かつ、より一層効果的な対策を推進するため、

『神奈川県いじめ防止基本方針』を策定（Ｈ26．４）

いじめ防止対策推進法が成立（Ｈ25．６）



策定の３つのポイント

ポイント１
全ての学校で、いじめに組織的・計画的
かつ速やかに対処する体制を確立！

学校

いじめ防止対策の
組織（常設）

教職員・スクールカウンセラー等で構成
必要に応じて第三者も参画

いじめの未然防止 早期発見・早期解決地域や家庭との連携

学校いじめ防止基本方針
保護者や地域の人々の参画、児童・生徒

等の意見を反映

策定

この方針に基づいて

を推進



ポイント２
「公平・中立」な調査の仕組みを新たに
構築！

⑨調査いじめ防止対策の
組織（常設）

〈県教育委員会〉

神奈川県いじめ防止

対策調査会

〈知 事〉

神奈川県いじめ問題

再調査会

〈県立学校〉

②調査実施者の判断

④調査

④調査

⑤調査報告

③調査指示
⑤調査答申 ⑨調査答申⑧調査諮問③調査諮問

〈私立学校〉

重大事態
発生

いじめ防止対策の
組織（常設）

発生報告

⑥調査結果報告

⑦再調査実施の判断

調査

①発生報告

県立学校の流れ 私立学校の流れ（凡例）



ポイント３
社会全体で「連携」して
いじめを克服する仕組みを構築！

神奈川県いじめ問題

弁護士

市町村教育委員会
警察 児童相談所

地方法務局

神奈川県いじめ問題
対策連絡協議会

民間団体
臨床心理士

精神科医

学校関係者

PTA代表

（要綱に基づく協議会として、H26.2.26設置済）
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